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１．概要（Summary） 

粒子線医療応用のための中性子センサの研究を進

めている。デバイス中では入射中性子との核反応後

1.64MeVのアルファ線が発生する構造となっており、

これを模したアルファ線を広島大学のイオンビーム

施設で発生させ、デバイス応答の測定を検討している。

今年度は 1.64MeV のアルファ線が発生するか検討を

行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ラザフォード後方散乱法（RBS）測定装置 

【実験方法】 

4He++ の引き出しテストを行った。イオン源のガス

流量とアノード電圧の最適化を行い 1.64MeV のイオ

ンが引出し可能か実験を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

イオン源のガス流量とアノード電圧の最適化により、1.64 

MeV, 4He++ をターゲットまで導くことに成功した。この時

の加速電圧は 0.82 MV,ビーム径はφ1.4 mmであった。

またイオンビーム装置での測定治具の検討を行った

(Fig.1参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 holding jig for this experiment and Neutron 

Sensors. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・共同研究者：西山文隆（広島大学ナノデバイス・バイオ融

合科学研究所） 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 


